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１　授業研究会について
　授業研究会は、幼稚園や小学校で授業をする
際の指導技術を学びたい学生の研究会です。授
業づくりに積極的に取り組むために、理科の実
験教材となる「ペットボトルロケット」の製作
や飛ばす実験は、この研究会の伝統となってい
る。飛ばす実験では、改良に改良を重ねたロケッ
トでは、ゆうに80ｍは飛ばすことができる。そ
の他にも、水風船を作ったり、シャボン玉の液
を台所洗剤・合成洗濯のり・水の配合を考え、
より割れないシャボン玉づくりに挑戦したりし
た。生活科に役立つ動くおもちゃづくりや算数
の教材づくりも行った。

２　「ペットボトルロケット」の実験
 　「ペットボトルロケット」は、別府大学短期
大学部初等教育科元教授の三浦清先生が大分県
で初めて小学校３年生理科「水と空気」授業の
教材として使い、水と空気の関係を考えながら、
ペットボトルロケットを子どもたちと打ち上げ
た。

ペットボトルロケットの実物

「ペットボトルロケット」は、炭酸飲料水等の
空き容器（ペットボトル）の中に少量の水を入
れ、空気ポンプで空気を圧し込み、圧し縮めら
れた空気が元に戻ろうとする力でゴム栓がはず
れ水が噴射される。その反作用で、ロケットが
高く上がるおもちゃである。外から高圧空気ポ
ンプで多量の空気を圧し込むので、強い推進力
が得られ、子どもでも40ｍの高さまで上げるこ
とができる。

ペットボトルロケットのしくみ

ロケット打ち上げの実際
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３　令和３年度ウインターフェスティバル
　令和３年12月１日（水）ビーコンプラザにお
いて、ウインターフェスティバルを開催するこ
とができた。コロナ禍であったが多くの園児が
参加してくれた。授業研究会では、子ども向け
のクイズ大会と学生向けのクイズ大会を行っ
た。

（子ども向けのクイズ大会）

黒いものは何かな？

　シルエットクイズとして、子どもたちに何か
当ててもらった。
　クイズに正解すると、机の上にある、折り紙
で作ったメダル、ハート、インコ、オウム等、
好きな景品がもらえるために、子どもたちの笑
顔が印象的だった。一生懸命作った甲斐があっ
た。

（学生向けのクイズ大会）

これはどこのメーカーの水かな？

　３つのメーカーのペットボトルのミネラル
ウォーターを授業研究会の会員が陰で１種類入
れて、飲んだ水がどこのメーカーか当てるクイ
ズである。
　みんな大爆笑し、大いに盛り上がった。すべ
て当てた学生がいてたくさんの景品を持ち帰っ
た。

４　今後の課題
　途中から２年生が、授業研究会に多く入って
くれて、活動が活発になったが、コロナ禍で、
学外での活動ができなかった。研究会への加入
も積極的に呼びかける必要がある。


